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人権講演会
人権週間の初日に、人権講演会が行われました。講師

には「多文化共生ぐんま」の小林あけみ先生をお招きし、
異文化理解と多文化共生についてご講演いただきました。
現在、太田市には人口約７％の外国籍の方が居住してい
ます。ブラジルやアジア諸国を中心に、多くの国へのル
ーツを持つ人々がいます。そして本校にも全校の１割以
上の生徒が、毎日の学校生活を送っています。そして、
国籍が違えば文化や考え方も異なってきます。こうした
人たちと接していく上で大切なことは、自分とは異なる文化的背景や価値
観を持つ人々の考え方や行動を理解することです。本校では、年に何度か
外国籍生徒の母国の料理を給食で提供しています。身近なところから様々
な国のことを知ることは、これからの社会において必要不可欠となります。異なる文化や
背景を持つ人々が互いに尊重し合い、協力しながら共に生活する社会の実現をしていくこ
とが求められています。講師の小林先生は、外国籍児童生徒への支援を通して、生徒たち
にこれから必要とされる考え方や関わり方についてわかりやすくお話しいただきました。

すべての人が相手を理解し尊重して過ごすことができる社会の実現に向けて、生徒１人
ひとりが人権への意識を高めてくれることを期待しています。

スタントマンによる交通安全教室
今年の11月１日に、改正された道路交通法が施行され、

自転車運転中の「ながらスマホ」も禁止されて罰則の対
象となりました。自転車に関係した事故や違反が、全国
的にも多く起きていることが報道されています。学校で
も、交通ルールをはじめとする「旭中自転車通学規定」
を守ることを条件に、自転車通学許可証を発行していま
す。生徒１人ひとりが安全に事故なく登校できるよう交
通安全指導を継続的に行っていますが、斜め横断や並列
走行、一時不停止、通学で認めていない道路の走行など、
地域の方からのご心配が学校に寄せられています。

今回実施したスケアード・ストレイト方式による交通
安全教室では、旭小の５・６年生とともに、スタントマ
ンによる交通事故の再現を通して、改めて交通安全につ
いて意識を高めるために実施しました。自分では注意し
ていても、事故の被害に遭うこともあります。「自分は大
丈夫」ではなく、いつ、どこで被害者あるいは加害者に
なるかわからないということを忘れずに、自分の命を守
るためにも安全な自転車運転を心がけてほしいと思います。

そして、絶対停止・２ストップ・周囲の確認を必ず行い、休日の日でもヘルメットを着
用するなど、安全への配慮を欠かさず行うことを強く願っています。

ご家庭でも、自転車の乗り方や道路の歩き方についてお子さんとよく話し合うとともに、
継続的に注意喚起をお願いします。

ゆ ず り 葉



情報モラル講習会
冬季休業を前に、本年度２回目の情報モラル講習会を実施しました。講師には、群馬県

警太田警察署生活安全課の髙木みゆき様をお招きし、インターネットを介したトラブルや
事件の危険性を、動画を交えながらご講義いただきました。ある期間の調査によると、中
学生の８割以上がスマートフォンを所持している結果となっています。スマートフォンを
使って手軽にインターネットに接続することは簡単で、すぐに調べることができたり、家
族や友だちと連絡を取り合うことができたりするなどのメリットもあります。しかし、そ
れ以上に生活や命が危険にさらされるようなデメリットの面が社会問題にもなっており、

数々の事件も起こっています。名前や住所、顔写真など様々な個人情報の流
失は、子供たちが気軽に使っている｢ＬＩＮＥ｣や｢Ｘ｣などのＳＮＳからでも
簡単に広がる危険性があります。一度ネット上に上がったものは、生涯消す

ことはできないと言っても過言ではありません。そこから
犯罪につながることもあります。さらに気軽にＳＮＳで他
人を誹謗・中傷することでのいじめ問題も深刻化していま
す。気軽に行った行為によって加害者にも被害者にもなる
ことは、数多く起こっています。

改めてスマートフォンの使い方について、保護者管理の
下、正しく使えるようご家庭でも話し合ってください。ま
た、毎年２回、学校で実施する情報モラル講習会を実施し
ています。保護者の皆様にもご案内しておりますが、今後

是非ご参加いただき、ご家族で考える材料としてください。子どもたちを犯罪に巻き込ま
れないようにするためにも、学校とご家庭の力で子どもたちを守っていきましょう。ご協
力よろしくお願いいたします。

［群馬県・群馬県警啓発資料 「おぜのかみさま」より］


